
 

 

 

 

 

『最近見聞きした英語についての話』 
 

                          校長 勝  幸 八 
10月号で米国福岡領事館から3名の方が訪問され、生徒達との交流があったことをお伝

えしました。2人の領事はとても流ちょうな日本語であいさつをされましたが、生徒との
交流はほとんど英語でした。生徒が3グループに分かれ、領事ら3人がそれぞれ、ひとり
ずつグループについて、生徒の英語の質問に対し英語で回答する。途中でグループを交

代することで,領事ら3人が全生徒と話すという形式でした。それぞれのグループでの会
話は非常に盛り上がり、あっという間に時間が過ぎてしまいました。領事の最初のあい
さつの中に英語について次のような話がありました。世界中の人々の4人にひとりは英語
を話す。世界の人々と英語で話ができれば広い世界を知ることができ、いろんな機会を
得ることができる。そのために、英語を使えるように勉強して欲しい。 
この夏、沖縄科学技術大学大学院の広報担当副学長ニールコールダー氏の講演を聞く

機会がありました。物流や情報の面から見ると、国々の国境は今やなく、20年前の世界
とは大きく違う。また、いろいろな国の研究者が協働で仕事をする国際研究機関では、
英語が共通語として使われている。研究機関に限らず、現在グローバル化が進み、いろ

んな国の人々と仕事をするようになっているため、英語は仕事をする上で必須のもので
ある。したがって、日本人が世界で活躍するためには、英語でコミュニケーションがと
れることが必要だと話されました。 
昨年まで勤務していた国立諫早青少年自然の家で、マレーシア、カンボジアの中学生

を招いた事業がありました。マレーシアの公用語はマレーシア語ですが、多民族国家の
ため中国系住民社会では中国語、インド系住民社会ではタミール語が使用され、各民族
間で会話をする際は広く英語が使われているそうです。カンボジアはクメール語です。
そのため、彼らは互いの国の言葉は通じないので、英語で話をしていました。もちろん

日本の中学生との交流も英語でした。また、ドイツの勤労青年を招いた事業で来日した
ドイツの青年達が、母国語のドイツ語に加え、英語以外にもフランス語やロシア語、中

には日本語も話せる人がいたことには驚きました。多民族国家のマレーシアや、陸続き
で自由に国と国の間を行き来できるようになった欧州連合では、英語は意思疎通のため
に必要な道具のようです。 
先日、求人関係で学校を訪問された方の会社では、従業員の中には外国の方もいて、

日本人と協働で仕事をしていくためには英語が必要との話しでした。日本で仕事をする
上で、英語の必要性が高まっていることを感じました。そういえば、事務室でのカリー
ナ先生との会話もときおり英語が聞こえてきます。 
小値賀の子ども達は、小中高一貫教育の中で小学校から英語に親しんでおり、高校で

は卒業までに英検準2級以上の取得を目標としています。先日の米国領事との交流会で

も、一人ひとりが自分なりに英語で質問をしていました。子ども達には、英語だけでな
く相手に伝える自分のこと、小値賀のこと、長崎のこと、日本のことなどをしっかりと
学んで、英語で意思疎通ができるようになって欲しいと思います。 

 

 

１２月の行事予定 

日 曜 行事予定 

１日 
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２４日 

２５日 

火 

水 

土 

月 

土 

火 

木 

金 

期末考査（～2日） 

後期人権学習 

校外模試（3年）（～6日） 

２年修学旅行（～１１日） 

校外模試（1,2,3 年）（～20 日） 

球技大会 

終業式 

冬季補習（～28 日） 

 

各種大会結果 

― ソフトテニス部 ― 

大会名：平成２７年度 長崎県高等学校新人体育大会 
日 時：平成２７年１０月２４日(土)～２６日(月) 
会 場：長崎市営かきどまり庭球場 
団体戦      個人戦 

２回戦  北松西（３－０）長崎東  川本・護山 
１ 川本・護山 ４－３(10-8)   ２回戦（２－４）長崎商業 
２ 川村・田渕 ４－０    
３ 松永・永田 ４－２   川村・田渕 

３回戦  北松西（２－１）島原商業  １回戦（４－２）対馬 
１ 松永・永田 ０－４   ２回戦（１－４）諫早商業 
２ 川本・護山 ４－１    
３ 川村・田渕 ４－１    

準々決勝 北松西（０－３）純心女子   
１ 川本・護山 ０－４ 
２ 川村・田渕 ３－４(5-7) 
３ 松永・永田 ０－４ 

 
大会名：平成２７年度 長崎県高等学校団体選抜大会 
日 時：平成２７年１１月７日(土) 
会 場：長崎県立総合運動公園庭球場 
団体戦（リーグ戦） 

リーグ１ 北松西（０－３）大村  リーグ２ 北松西（１－２）佐世保商業 
ダブルス１ 川本・護山 ３－４(3-7)   ダブルス１ 川本・護山 ４－３(7-3) 
シングルス 松永    ０－４  シングルス 松永    ０－４ 
ダブルス２ 川村・田渕 ０－４  ダブルス２ 川村・田渕 ０－４ 

 

― 野 球 部 ― 

大会名：第２１回五島地区高等学校野球選手権大会 

日 時：平成２７年１１月１４日（土） 

会 場：新魚目グラウンド、上五島高校グラウンド 

【第３位】（２勝１敗１引き分け） 

リーグ１ １３－１ 五島南（７回コールド） リーグ３ ７－５ 奈留 

リーグ２ ２－２  五島（７回日没コールド） リーグ４ １－８ 上五島（８回コールド） 

 

北松西高だより 
第８号 平成２７年１１月２０日 
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西高祭（第４１回文化祭） 

和
なごみ

 ～咲かせよう４３輪の和の花～ 
１１月１日（日）、本校校舎及び体育館にて西高祭が開催されました。当日は、ステージ部門、校

舎・展示部門が行われ、それぞれのクラスが趣向を凝らしたものを作り、盛り上がりました。準備等

でも地域の皆様にご協力いただきました。また、多くの保護者・地域の皆様にご来校いただきまして、

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

１年 OJK 歌謡祭        ２年コント           １年コント 

 

 

 

 

 

 

３年器楽演奏         ２年器楽演奏          吹奏楽部 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年たこやきくん      文化委員制作マドレーヌ       被服製作 

 

 

 

 

 

 

 

お茶席        ３年キムラバックス        受付嬢 

 

研究授業ウィークス 

１０月１９日（月）から１０月３０日（金）の研究授業ウィークスにおいて、高校では３年英語、

２年現代社会、２年体育、１年家庭基礎の研究授業を行いました。多くの方に参観していただきあり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年英語 浦田先生      ２年現代社会 山崎先生    ２年体育 工藤先生 

 

 

 

少年の主張発表大会 

１１月７日（土）離島開発総合センターで、少年の主張発表大会が行われました。本校からは校内

選考で選ばれた３名が参加し、それぞれ堂々とした発表をしました。結果は、以下の通りです。 

 

 最優秀賞 島元みなみ (３－１) 「小値賀の過疎化と医療福祉問題」 

 優秀賞  島田 和海 (１－１) 「人のために」 

 入選   神川 航大 (２－１) 「平和な日本」 

 

島元みなみ          島田 和海          神川 航大 

 

 

編集後記 松のひとりごと・・・ 

いよいよ今年もあとわずかとなりました。皆さん今年の内にしておきたいことはも

う残っていないでしょうか？２年生は修学旅行もありますから、特に体調管理には気を

付けて、たくさんのことを得てきてくださいね。 


